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栃木農試研報菰17（1973）

B一ナインによるモモの熟期促進効果

松浦永一郎・青木秋広

1　緒

目

　モモは収穫期間が短く．収穫労力が短期間に

集中して大きなピークをっくることが規模拡大

を困難にしている主たる原因である．これは早

生から晩生までの品種を組合せることにょって

ある程度解決されはするが．現状では早生に品

質の優れたよい品種がないことと．晩生種は吸

ガ類の防除が困難なために生産が不安定である

などの理由から．どうしても白鳳，大久保など

の中生種に頼らざるを得ないのが現状である．

　したがって，これらの品種にっいて熟期促進

が可能であれば収穫労力の分散ができ．規模拡

大の道が開かれるわけである．また中生の主要

品種である大久保の県中北部での収穫期は8月

5．6日頃から8月20日頃にかけてであるが、

市況は8月中旬の盆を過ぎると著しく低落する

のが一般的であり，盆前出荷をいかに多くする

かということが収益増大に非常に大きな影響を

もっている．

　モモの熟期を促進する方法の一つとして2，4，

5−T．2，4，5−T　Pなどの植物調節剤の利用

が試みられたが，果実に障害を生じることで実

用には至らなかった．その後．オウトウの熟期

促進にB一ナイン（N一ジメチルアミノサクシ

　　　　　　　　　　　　5）

ナミツクアシツド）の効果が確認されたことに

より，モモにおいてもその研究が各所でなされ

　　　　　1a昭＆9）

るようになった．

　以上のような観点から1970〜1972年

の3か年にわたって白鳳およぴ大久保の2品種

を供試して．B一ナインによる熟期促進効果に

っいて試験を行ない．実用化の見通しが得られ

たので報告する。

　　豆　試　験　方　法

　1，1970年の試験

　供試品種は樹勢中庸な6年生の白鳳および

大久保の2品種で，B一ナインの濃度は0．1

％として満開55日後（6月18日）に散布

した．薬液の散布は動力噴霧機を用いて1樹

当り7〜8」を樹全体に散布した．供試樹数

は1区2〜4樹とした．

　収穫はほぼ2日間隔で成熟果より順次収穫

し．各区について果実の熟期促進効果と収穫

果の1果平均重（全収穫果）の調査を行なっ

た●

　2．　1971年の試験

　供試樹は前年と同じもので，B一ナインの

濃度は0．1％として満開50日後（6月8日）

と満開60日後（6月18日）の2回に分け

て散布し，B一ナイン処理適期について検討

した．薬液は前年と同じ方法で1樹当り10

．」の散布を行った．供試樹数は1区2樹とし

た●

　調査は果実の熟期促進効果、収穫果の1果

平均重，糖度（屈折計示度）．果実肥大経過

および新しょう伸長量について行なった．果

実肥大経過の調査は各樹より生育中庸な結果

枝をえらびそこに着果している9〜11個の

零罫ついて横径。側径・縦径を測定し・三

木の方法により果実の大きさ指数を算出した．
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